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　子
規
記
念
博
物
館
を
会
場
に
、

各
界
の
著
名
人
ら
を
招
く
「
ま
つ

や
ま
子
規
亭
」。
７
月
30
日
、
落

語
家
の
林
家
正
蔵
さ
ん
、
曲
独こ

楽ま

師
の
三
増
紋
之
助
さ
ん
を
招
き
、

第
１
夜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　公
演
で
は
正
蔵
さ
ん
が
落
語

「
お
菊
の
皿
」「
鼓
ヶ
滝
」を
披
露
、

会
場
か
ら
は
正
蔵
さ
ん
の
巧
妙
な

語
り
口
に
大
き
な
笑
い
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
紋
之
助
さ
ん
に

よ
る
「
扇
渡
し
」
や
「
切
っ
先
渡

し
」
の
曲
独
楽
芸
が
成
功
す
る
た

び
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

※
今
後
の
予
定
は
子
規
記
念
博
物

館
友
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

地
域
お
こ
し
協
力
隊
４
人
就
任

糸瓜忌 第51回子規顕彰
全国俳句大会

へちまコンテスト

「 糸
へ ち

 瓜
ま

 忌
き

 」
～子規追悼の集い～

　山
間
部
や
島
し
ょ
部
の
活
性
化
を
目
指
す
た

め
、
８
月
１
日
、
本
市
初
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、忽
那
諸
島
２
人
、五
明
地
区
１
人
、

浅
海
地
区
１
人
の
計
４
人
を
任
命
し
ま
し
た
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
が
進
む
地
域
で
、
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら

地
域
協
力
活
動
を
行
い
、
定
住
、
定
着
を
促
す

こ
と
で
、
地
域
力
の
維
持
、
強
化
を
図
る
制
度

で
す
。
野
志
市
長
は
「
初
心
を
忘
れ
ず
、
皆
さ

ん
の
視
点
か
ら
地
域
住
民
と
と
も
に
知
恵
を
し

ぼ
り
、
汗
を
流
し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

　今
後
は
各
担
当
地
区
で
活
動
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス
）
な
ど
で
広
く
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

問 

忽
那
諸
島
＝
坂
の
上
の
雲
ま
ち
づ
く
り
チ
ー

ム
☎
948
６
８
１
６
・
FAX
934
１
８
０
４
、
五
明
・

浅
海
地
区
＝
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948
６

９
６
３
・
FAX
934
３
１
５
７

2016年日本・ベルギー友好150周年
×

2017年子規・漱石生誕150年記念

　子規の命日に当たる９月19日の前後を「子規週間」
とし、さまざまな事業を開催します（入場無料）。
９月19日は常設展示室を無料開放します。

国際H
は い く

AIKU A
ア ー ト

RT展

子規博講座（後期）

　日本・ベルギーの外交関係樹立
150周年と平成29年の子規・漱石生
誕150年を記念し、元ベルギー首相
で 欧 州 連 合
（EU）初代大統
領、本市特別
名誉市民で俳
句文化に対す
る造詣の深い
ファン・ロン
パイさんの俳
句アートなど
の展覧会を開
催します。
日時  ９月１日㈭～16日㈮
※休館日を除く
会場  坂の上の雲ミュージアム（一番
町三丁目）２階ホール
内容  ファン・ロンパイさんの俳句と
俳人・八木 健さんのデジタルアート
を組み合わせた作品など50点を展示

料金  無料

日時・内容・定員 右表のとおり
対象  市内在住または通勤・通学している人
料金  500円
申し込み ９月15日㈭（必着）。往復はがき
で講座番号（はがき１枚につき１講座）、住
所、氏名、電話番号を〒790-0857道後公
園1-30子規記念博物館「子規博講座」係へ

日時・内容・料金 ９ 月19日
（月・祝） ▼10時～10時35分＝
追悼式（献茶、献花、子規の
生き方をテーマにした一人芝
居） ▼10時35分～11時5分＝
竹田美喜館長の講演「吾生は
へちまのつるの行き処―極堂
と子規歌碑―」 ▼10時40分～
15時＝記念茶会（500円）
会場  ４階講堂

日時  ９月22日（木・祝）
会場  ４階講堂
内容  募集句表彰、当日句
の投句（一人一句、12時
まで）、「汀」主宰の井上
弘美さんの記念講演「文
語の力」

日時  ９月４日㈰～19日（月・
祝） ▼一般投票は４日㈰・
５日㈪
※表彰式は11日㈰11時～
11時30分
会場  １階エントランス
内容  市内の小学生が育て
たおもしろヘチマを展示・
表彰（子規庵のヘチマも展
示予定）

林
家
正
蔵
さ
ん
が

落
語
を
披
露

まつやま子規亭
第１夜

本
市
初
 地
域
力
の

維
持
強
化
を
目
指
し
て

講座番号 講 座 名 日　　時 講　　師
（敬称略）定員（抽選）

1 子規博俳句教室
（初心者対象）

第２土曜日
14～ 16時

松山俳句協会
役員 黒田　清宏30人

2 子規博短歌教室
（初心者対象）

第３土曜日
13時30分～ 16時

松山歌人会
役員40人

3 初学万葉講座
（万葉集を分かりやすく読む）

第３日曜日
13時30分～ 15時

子規記念博物館
館長 竹田　美喜90人

4 子規博セミナー
（子規に宛てた手紙を読む）

第４土曜日
10時30分～ 12時

子規記念博物館
学芸員25人

5 伊予俳諧講座（後期で終了）
（優れた俳人を輩出した伊予の文化を探る）

第２土曜日
10時～ 11時30分

松山東雲女子大学
名誉教授 松井　忍30人

まつやま景観賞で表彰された建築物などを見学
①午前の部 ②午後の部

都市景観の魅力発見
バスツアー参加者募集

良好な都市景観のために
屋外広告物の適正な管理を

日時  10月15日㈯①９～12時②14～17時
（予定）
内容  ①長屋門の
町並みなど②ミ
ウラート・ヴィ
レッジ（外観のみ）
などの見学（いずれも４施設程度）
※詳細は市ホームページを確認
対象  市内在住または通勤・通学している人
（中学生以下は保護者同伴）
※①②両方の参加は不可
定員  各40人（抽選）
料金  無料（飲み物などは各自用意）
申し込み９月30日㈮（消印有効）までに、
往復はがき（１枚２人まで）、eメール（１
件２人まで）で住所、氏名（ふりがな）、年
齢、電話番号、希望の部を〒790-8571都
市デザイン課「都市景観の魅力発見バスツ
アー」係 メールe  toshikeikan@city.matsuyama.
ehime.jpへ

　貼り紙や広告板、ネオンサイ
ンなどの無秩序な設置は景観を
損なうだけでなく、管理が不適
切な場合は、倒壊や落下により
通行者に危害を加える恐れもあ
ります。屋外広告物を設置する
際には、事前に申請して許可を
受けなければなりません。
 違法な貼り紙を一斉に撤去します
　毎年９月の屋外広告の日にあ
わせて、市の中心部を対象に電
柱などに貼られた貼り紙の一斉
撤去を実施します。
 屋外広告物の発注は市の登録業者へ
　広告物を発注する際は市の登
録業者かどうか確認してくださ
い。（登録業者は市ホームページ
で公開）
 定期的に安全点検を
　広告物の倒壊や落下を防ぐた
め、適正な管理をしてください。

子規の一人芝居

三増紋之助さん
による曲独楽芸

「扇渡し」

ファン ・ ロンパイさんの俳句アート

左から森田健嗣さん（浅海）、　 橋本英一さん
（五明）、　野志市長、　 間城真輔さん、　小林剛
さん（いずれも忽那諸島）

平成25年11月に来松した
ファン・ロンパイさん（右）

林家正蔵さんによる
落語 「お菊の皿」

長屋門の町並み

 問 子規記念博物館 ☎931-5566・FAX 934-3416、友の会 HP  http://www.sikihakutomonokai.jp/

問 都市デザイン課 ☎948-6518・FAX934-1807

問 観光・国際交流課 ☎948-6558・
FAX943-9001

子規記念
博 物 館

http://www.sikihakutomonokai.jp/
mailto:toshikeikan@city.matsuyama.ehime.jp

